絵葉書と鳥瞰図で見る関東大震災 by 安達 實
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
日 時 平成１９年９月１日（土） 午後３時３０分～５時 
会 場 金沢大学サテライト・プラザ 集会室 
 
演 題 「絵葉書と鳥瞰図で見る関東大震災」 



















































い理科年表では，10 万 5 千人になりました。 
















































































































27 日～11 月 15 日までの間，３班に分けて，処理しました。東京市直営事業として行いま
した。そして 16 日以降は，東京市もいろんな仕事がありますので，請負にしました。 
 東京の人口は，地震が起きる前の大正 12 年７月には 203 万人でした。地震の１年後は，
174 万人になり，14％に当たる 29 万人減りました。 
 自動車も，地震になる前は 4500 台あり，そのうち 560 台が焼失しました。資材などの運
搬に，たくさんの車が必要になり，１年後は，前の約２倍の 9800 台になりました。 




９月 22 日からガスが復旧し，10 月末までには従来の区域に全部供給することができたよ
うです。 
 学校は小中学校から大学まで，東京市では，374 校あったうち，203 校が全焼して３校が
全壊というので，これは大変な状態になりました。  
東京よりひどかった横浜は完全に全滅しました。人口は，大正 11 年末は 44 万８千人，
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 これは，第 12 回目の「仲秋名月」で，お月見をしています。 
























の数値マグニチュード 6.9 であったことも分かります。 
○これは，ジャパンタイムスですが，これも輪島の能登半島地震です。さっきと写真が一
緒なのは，恐らく写真は配信しているのが同じ通信社だと思います。写真の説明で，


































 ここで，ローマ字で TSUNAMI と書いてありますが，実は津波を英語では， TSUNAMI でも
よろしいです。もう一つのいい方は，SEISMIC WAVE です。SEISMIC WAVE という単語を知ら









 さて，今から３年前の平成 16（2004）年 12 月，インドネシア・スマトラ島沖で，大規
模地震およびインド洋津波が発生し，大変な状態であったことは，新聞やテレビに何度も
出ましたから，皆さんももう知っていると思います。このときの死者および行方不明者と
いうのは 23 万人ですから，たいへん多くの人が亡くなったか，また行方不明になりました。 






















































































































類では 1000 枚ぐらいかと思います。 
 







 それから，マグニチュード 6.9 と 7.9 ですが，大学の宮島教授から。 
 
（工学部） 金沢大学大学院の宮島昌克です。マグニチュードは，現在はいろんな定義が
ありますが，日本での気象庁が決めている決め方は同じで，当時と現在と同じ物差しで計
っています。 
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（質問者１） 分かりました。どうもありがとうございました。 
 
（質問者２） 関東大震災に非常に関心を持っています。関東大震災は非常に悲惨でそれ
を契機に日本の近代化が進んでいくわけですね。浅草の 12 階ビルは倒壊しましたが，耐震
設計がすごく進んだ。やはりそういうのを契機にして日本の近代化はどんどん進んでいっ
て昭和を迎えた。私はやはりそのときに，米国を中心にした諸外国の災害後の援助があっ
て非常に助かったのではないかと思います。人形を贈ったのがやはり印象に残りますね。
やはり思いやり，助け合いの心が大事だと思います。 
 
（安達） 新聞を見ますと外国からも，関東大震災で日本の東京はだめかと，みんな思っ
たのです。実際には，関東大震災直後からは考えられないような復興ぶりです。災害も一
つのきっかけとして，うまく立ち直っていくことが大事です。 
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